
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度（令和元年） 令和2年度 合計

576,485 442,989 720,000 1,739,474

472,485 378,987 600,000 1,451,472

うち県交付金 114,855 104,339 260,000 479,194

4,181,800 0 4,181,800

3,181,800 0 3,181,800

うち県交付金 1,000,000 0 1,000,000

9,723,824 10,428,831 9,000,000 9,000,000 0 38,152,655

4,500,000 4,500,000 4,500,000 4,500,000 0 18,000,000

うち県交付金 2,000,000 1,000,000 0 0 0 3,000,000

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

9,723,824 10,428,831 9,576,485 13,624,789 720,000 44,073,929

4,500,000 4,500,000 4,972,485 8,060,787 600,000 22,633,272

うち県交付金 2,000,000 1,000,000 114,855 1,104,339 260,000 4,479,194

栃木県わがまち未来創造事業計画書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

上三川町

1 企業間交流会

総事業費

うち市町支出額

3
夕顔サマーフェスティバ
ル

総事業費

うち市町支出額

2
かみのかわサンフラ
ワー祭り

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

8

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額

10



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

平成30年度 令和元年度 令和2年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

　①講演会の開催
　内容：経済・景気の動
向について
　講師：田嶋　智太郎

　②交流会
（立食パーティー形式の
情報交換会）

　①講演会の開催
　内容：人材の育成と定
着について
　講師：中村　成博

　②交流会
（立食パーティー形式の
情報交換会）

①講演会の開催
②交流会の開催

①講演会の開催
②交流会の開催

576,485 442,989 720,000 1,739,474 720,000

472,485 378,987 600,000 1,451,472 600,000

うち県交付金 114,855 104,339 260,000 479,194

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 104,000 64,002 120,000 288,002 120,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

連絡先
0285-56-9150
0285-56-6691
syoukou01@town.kaminokawa.lg.jp

事業に係る市町総合
戦略の目標及びKPI

各市町の戦略から抜き出して記載
地元企業交流プロジェクト
地元各企業が持つ潜在能力を広く周知することで、町に対する魅力を感じ、将来的な就業や定住につながるよう、町内大手
企業をはじめとする、地元各企業と連携したイベント開催を推進する。
・イベント開催数　ＫＰＩ 基準値 （H30）　→　目標値（R7）　　【実績】Ｈ29　 　Ｈ30     　R1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回　　　　　 延べ 6回　　　　　  　　1回　　　1回　     1回

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名 上三川町商工課
担当者名 滝　賢

当 該 事 業 に 係 る
地域の現状と課題

地域の特徴・現状・課題等（事業の内容と関連するもの）を記載
企業を取り巻く環境については、景気低迷の長期化や国際間競争の激化により厳しさを増しつつある。こうした困難な状況
を乗り越えられるよう、既存企業の経営安定化や新規企業の創造支援を促す効果的な事業を行う必要がある。

事 業 目 的

事業の目的を簡潔に記載
町内の企業が一同に会し交流することで、交流の少ない異業種同士が有益な情報を取得できる。また、「農商工」連携によ
る６次産業化、新事業への進出、新技術の導入や商品開発など、新たな雇用創出を図る。
各企業が、交流をとおして潜在能力を広げていくことで、地域経済の活性化に資することを目的としている。

事 業 概 要

当該年度の実施内容、翌年度以降の取組等を簡潔に記載
上三川町企業間交流会は、企業がお互いに技術・情報を交換することにより、会員間の業種を越えた交流を図ることを目
的としている。地域経済の活性化対策の一助として、業種の壁を越えてあらゆる情報を持ち寄り、交換することにより個々
の企業の経営強化につなげていく。
【事業内容】
　①講演会(ビジネスセミナー)の実施
　②交流会（立食パーティー形式の情報交換会）の実施
　③参加企業等のＰＲコーナーの実施
　④参加者へのアンケート調査実施

代 表 者 の 名 称 和田　裕二

事 業 主 体 の 所 在 河内郡上三川町しらさぎ一丁目１番地

事 業 主 体 の 概 要

・団体の目的：上三川町企業間交流会を開催するため、必要な事業を行うことを目的とする。
・設立年月日：平成29年4月1日
・構成員等：上三川町副町長、上三川町商工会長、商工会商工部会長、商工会産業部会長、商工会工業部会長、宇都宮
農業共同組合上三川営農経済センター長

事 業 主 体 の 名 称 上三川町企業間交流会実行委員会

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業調書）
【単独事業】

市 町 名 上三川町

事 業 名 企業間交流会



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

2 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

120,000

600,000

720,000

２　支出の部

県交付金

455,000 455,000 227,500 0
講師代、講師謝礼（土産）等

食糧費 200,000 80,000 0 120,000
交流会時飲食代等

消耗品費 53,000 53,000 26,500 0
消耗品費等

2,000 2,000 1,000 0
振込み手数料等

10,000 10,000 5,000 0
切手等（開催通知発送に伴う
もの）

0

0

0

0

0

720,000 600,000 260,000 120,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

報償費（講師代）

手数料

通信運搬費

計

科目
予算額
（精算額）

財源

備考市町支出額
自主財源等

科目 備考

会費 60人×2,000円=120,000円

町補助金

対象年度

栃木県わがまち未来創造事業計画書（単位事業収支予算書）

市町名 上三川町

単位事業名 企業間交流会


